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｢応用物理学科で行 をわれる教育 と研究は理学に基礎をおいて工学 ･工業
の発展に絶えず注意を向けをが ら,それ らの発展の基礎を築 く役割 Dを受け
持つことを主要を目的として行をわれる｡･･････- ｡ この目的を達成するため
には応用物理学科といえ ども,学習は物理学だけに重点をお くことを(,数
学と化学の専門 としての素養 もできるだけ広 く深 くもってその活動範囲を広～
くすること孝三望ま しいp ･.･･･ ･--･.学科で行をわれる教育の具体的内容は ･･･
･････とくに｢応用｣とい うことを強調 してh夜い｡ また所属教官の大多数




パターンに従って6講座よb夜 D , 法令上応用解析学,数理統計学,温度物理
学,応用電磁気学,応用分光学,応用計測学の諸講座がおかれておD,学部学









昭和 4占年度 よb実施され,また将来 この減員に見合 う修士定員増加の計画が
案 として現在出されているO




(早川)の学問的遍歴のせい もあって,私たちの研究室は物性 とい う広いフィ
ール ドの中にあって, ∝10人 日の野手 }Iをもって任 じている｡テキサス リー
ガーにをbそ うを打球をうけとめようとい うわけである｡ その意味で私たちの
現在おかれている立場はきわめて適切であb,一同まずは満足 しているo しか
し,テキサスヒットとい うのはどこに出るかわか ら夜h o やはれ どこか少数
箇所牽中心に辛抱強 く頑張っている必要があるo
研究室の主題は2つある｡
伎) 主として有機分子結晶の光物性 ･放射線物性 :このテーマ自身は現在や
や行づまDを見せ,応用の可能性 もさ,だかで貴 く,ファウルボールをうけ とめ





(2) 微粒子および粉体の物性 :微粒子の物性は,結晶 ･薄膜 .ホイスカーと-
い う線の延長上にあるoサイズ効果の理論的考察が最近ようや く緒についたが,
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